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進捗報告報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ： 令和 4 年 10 ⽉ 16 ⽇ 
● 事 業 名 ： 個性を育む創造プロジェクト  
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈東近江三⽅よし基⾦ 
● 実 ⾏ 団 体 ： 3C「夢」club 実⾏委員会 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

①・体験会・説明会の開催 
 ・毎⽉、第 3 ⼟曜⽇、⽇曜⽇に
各教室の実施 
 ・毎⽉の活動報告(チラシ配布)
の配布 
 ・交流イベントの実施 

①・体験会・説明会の参
加⼈数 
 ・継続者の⼈数、 
新規参加者の⼈数  
   
・各教室の参加者数 
・各教室の実施回数 
・毎⽉の活動報告(チラ
シ配布)の配布⼈数 
・交流イベントの実施
回数と参加者数 

 体験会参加児童・⽣徒数 10 名 
 継続参加児童・⽣徒数 30 名 

新規参加児童・⽣徒数 10 名 
  
 教室参加児童・⽣徒数 45 名 
  各教室実施と回数 20 回 
 チラシ配布数 45 ⼈ 

2022 年
12 ⽉ 

  体験参加者 16 名 
継続参加者 26 名 
新規参加者 17 名 
 
教室参加児童・⽣徒 
述べ⼈数 52 名 
各教室回数 12 回 
チラシ配布数 43 名 
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9 ⽉末時点では 0 回・0 名 
 
【参考】 
10 ⽉ 16 ⽇(⽇)に開催 
交流イベント 1 回実施   
参加児童・⽣徒 17 名   

②保護者の話し合いの場・相談
の場 
 ・児童⽣徒の体験会に合わせ
説明会の実施 
 ・交流イベントの参観及び研
修会実施 
 ・相談の場の設定 

②・説明会に参加した
保護者数 
 ・交流イベント及び
研修会に参加した保護
者数 
 ・相談をした保護者
数 

 

体験会及び説明会参加(新規)10
名 
交流イベント・研修会参加保護者 
 30 名 
相談保護者 5 名 

2022 年
12 ⽉ 

9 ⽉末時点では 0 名 
 
【参考】 
10 ⽉ 16 ⽇(⽇)に開催 
  16 名 
交流イベント保護者参加 
8 名 
保護者相談 4 名 
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③地域住⺠の 3C「夢」club に対
する理解度 
 ・研修会の開催に合わせ、3C
「夢」club の概要説明 

③研修会開催の回数・
参加⼈数 
 アンケートによる理
解度の把握 

 研修会開催回数  6 回 
 参加者  100 ⼈ 
 3C「夢」ｃｌｕｂの認知度に対
する⼈数  20 ⼈ 

2022 年
12 ⽉ 

参加⼈数 計 77 ⼈ 
 
認知度・各交流センター 
17 名 
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④⼩さな拠点づくり（サテライ
ト構想） 
 ・雲南市内の拠点交流センタ
ーとの協議 
 

④協議回数と拠点交流
センタの箇所数 

   市内 6 箇所の拠点交流センタ
ー 

2022 年
12 ⽉ 

 
5 箇所で実施 
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⑤社会教育体験プログラムの作
成 
 ・プログラム委員会の開催 
 ・指導者、プログラム委員の個
別制作作業 

⑤指導者やプログラム
作成委員の経験値や社
会教育に対する認識度 

・ 指導者の実践プログラムの作
成 
・プログラム委員による 
 今後の実践プログラムの作成 

2022 年
12 ⽉ 

作成委員会 2 回実施 
委員個別作業実施 
4 ⽉ 14 ⽇(⽊) 
9 ⽉ 4 ⽇(⽇) 
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⑥指導者、⽀援スタッフの資質
の向上 
「気になる⼦への⽀援⽅法の⾒
つけ⽅」をテーマに研修会を実
施し、指導者や関係スタッフ、事
務局員の資質向上が図られてい
る。 

⑥指導者、スタッフ、実
⾏委員を対象とした研
修会や 
交流会等、開催回数と
参加者数 

・研修会 1 回実施 
・交流イベント 1 回実施 
・振り返りの会 1 回実施 

2022 年
12 ⽉ 

 実⾏委員・スタッフ 
 指導者研修会実施 

8 ⽉ 26 ⽇(⾦) 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. (任意）活動に関する報告 
 昨年度は、新型コロナウイルス感染拡⼤のため、各教室の中⽌が多かったが、今年度は、感染が確認された学校の児童・⽣徒のみを不参
加としため、計画通りの教室が実施できた。また、年度当初、各学校の学校⾏事を確認し、できる限り学校⾏事とバッティングしないよう
に配慮して計画を進めたが、学校⾏事のため、参加できない児童・⽣徒がいた。特に、11 ⽉の教室は、参加者が少なかった。 
 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 

2.広報制作物等 
    毎⽉のチラシ作成  研修チラシ  交流イベントチラシ作成 ホーラムディスカッションの要項及びチラシ作成  

3.報告書等 
 令和 3 年度 報告書作成 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  10 ⽉ 16 ⽇(⽇)交流イベント  

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 


